
JMRC 東京ラリー部会 役員運営委員会 議事録 

 

開催日： 2022 年 9 月 15 日（木）20：00～21：40 

場所： ZOOM オンライン 

参加者： 15 名、敬称略(クラブ) 

宮城部会長(TR-8)、後藤副部会長(MSCC)、宇田川副部会長(TR-8)、会計安田(FQRC)、 

渡辺/下村(TR-8)、松井(ウェルパイン)、東/高橋(UTAC)、桝田（NASCH）、河野（TMSC）、 

森川/桝田（NASCH）、大川（かちかち山）、黒田（シナモン）、事務局高梨(RSCC) 

 

議事 

●９月１７日（土） 第 18 回上級救命再講習/文京区小石川消防署 （宇田川） 

申込み 10 名。 教材、マウスピース、三角巾は支給される。 人工呼吸をしない方向で救命を行う等、コロナ禍で

内容も幾分変わってきている。 

 

●10/22 TR-8 八子ヶ峰ラリー情報（渡辺） 

  不通であった唐沢林道が開通した。 HQ は八子ヶ峰ホテル。 

 

●10/22 TR-8 八子ヶ峰ラリーラリーオフィシャル体験会（４回目）（宇田川） 

  主旨： 

・ギャラリーよりも一歩踏み込んで、間近でラリーを楽しむ 

・広く浅く気楽に色々体験してもらい、ラリーファンを増やす 

・オフィシャルの養成、教育が目的のセミナーではない 

  今年は学生限定で、ラリー部会の伝手で東大と明大の自動車部に声をかけている。 

   

参加費について下記三案あり、議論の結果、10 名までは案１、それを超えたら案２とする事とした。 

  （通常は弁当、保険料込で 2,000 円/一人） 

   案１：無料 

   案２：半額の 1,000 円 

   案３：今後全て学割を適用することになるので援助なし 

 

＜今後＞ 参加者・学生のニーズに沿った多様な開催も検討 

・今回、従来通り(上記主旨)のオフィシャル体験会 （B ライ取得は任意） 

・事前 Web 勉強会＋正オフィシャル(オーガナイザーから R 項支給)で B ライ取得 

・事前 Web 勉強会のみ参加で、B ライ申請を部会が代行 

・B ライ取得ニーズがメインであれば、大学教室等で B ライ講習会を開催 

 

●Rally Japan のオフィシャル 東京の協力状況（後藤） 

  8 月 20-21 日にロケチェックを行った。 主には稲部、三河湖、根の上で無線チェック。網羅できている事確認。 

  東京のクラブは、TR-8 は山へ行くが、それ以外はサービスパーク配置になりそう。 

  今年から参戦のハイブリッドカー(WRC/Rally1)から人を救助する訓練（絶縁シートを敷いて）も行った。 



  今週末は、北海道のチームのチェックが行われる。 

 

●来年の主催予定 （宮城） 

今日申請締め切りであった。 TR-8 は 2023 年 10 月に開催予定。 MSCC も５月３週目に行う。 

 

●各クラブ状況報告（各クラブ） 

各クラブより状況を報告。 

 

NASCH の河野さんよりレンタルラリーカーについて情報共有があった。 

  https://kyoto-toyota.jp/GR-rally/rallycar_rental 

 

  TR-8 の渡辺さんから、カシミールというソフトを使った、効果的な無線レピーター配置場所選択の説明があった。 

 

 

以上 

議事録： 事務局 高梨 


